
市民文化局寄附受納に関する事務取扱要綱 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、市民文化局が所掌する事務に対して、市民（企業その他の団体を含

む。）から寄せられる寄附受納について、必要な事項を定める。 

（申入れ） 

第２条 寄附をしようとする者（企業その他の団体を含む。）は、寄附申入書（様式１）

を提出する。ただし、個人からの寄附金の場合は、川崎市ふるさと納税に関する事務取

扱要綱（平成 20 年 12 月 5 日 20 川財庶第 409 号）第４条第２項に規定する「ふるさと

納税申出書」を提出する。 

（受納の決定） 

第３条 受納の決定は、川崎市事務決裁規程（昭和４１年４月２５日訓令第８号）の定め

るところによる。 

（寄附授業証明書等の発行） 

第４条 寄附を受納した場合は、寄附受領証明書（様式２）を寄附者に交付する。 

２ 寄附金が納付されたときは、寄附金税額控除に係る申告特例申請書を寄付者に送付す

ることができる。 

（寄附者への謝意） 

第５条 寄附者への謝意については、市長名の礼状（様式３）をもって行う。 

２ 次に掲げる場合においては、感謝状（様式４）を贈呈することができる。 

(1) １回の寄附額が１００，０００円以上又は物品の価格が１００，０００円以上の寄

附のとき。 

(2) 数次にわたる寄附の合計額が１００，０００円以上又は物品の合計価格が１００，

０００円以上の寄附のとき。 

(3) その他、市民文化局長が特に必要と認めたとき。 

３ 礼状及び感謝状は、その都度贈呈する。なお、感謝状は、必要に応じ市長から贈呈す

るものとする。 

（報告） 

第６条 受納後の処理経過、結果等について、寄附受納報告書（様式５）により市民文化

局長へ報告するものとする。 

２ クレジットカード納付によるふるさと納税に関して、財政局財政部資金課より情報送

付を受けた際は、局長へ報告するものとする。 

（受納金品の管理） 

第７条 受納した金品の管理は、川崎市金銭会計規則、川崎市物品会計規則及び川崎市財

産規則に基づき行うものとする。 

（事務） 

第８条 受納並びに報告及び公表にかかわる事務は、寄附の申入れのあった事業を所掌す



る課等が行う。 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、受納に関し必要な事項は、市民文化局長が定める。 

附 則 

この要綱は、平成１８年４月１４日から施行する。 

   附 則 

この要綱は、平成１９年６月１３日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２０年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２５年１１月１９日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 





（様式２） 

寄 附 受 領 証 明 書 

  年  月  日  

御住所 

お名前 

寄附金 （金額） 

寄附品 （物品名・数量等） 

寄附日   年  月  日 

上記を川崎市への寄付として受領したことを証明いたします。 

神奈川県川崎市川崎区宮本町１番地       川崎市長 名 

（        担当）  

住所            

電話            







（様式５） 

  年  月  日  

（あて先） 

市 民 文 化 局 長 

                                       長 

寄 附 受 納 報 告 書 

次のとおり、寄附を受納いたしましたので報告いたします。 

 寄附概要、処理経過及び結果等 

１ 寄 附 者 

住 所  

団 体 名  

氏 名  

２ 寄 附 概 要 

寄附の種類  

金額・数量  

使 途 等  

３ 申 入 日      年   月   日 

４ 受 納 日      年   月   日 

５ 感 謝 状 贈 呈 □ 有    ・    □ 無 

６ 現金受納状況 
(1) 調定年月日     年  月  日 

(2) 収入年月日     年  月  日 

７ そ の 他 

※なお、現金の場合、必要書類として納付書の写しを添付する。 

（        担当） 

電話          


